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対象構造物 
コンクリート構造物全般 

 

項 目 
コンクリート中の塩分濃度 

 

使 用 機 器 
ハンディ型蛍光Ｘ線分析計 

ウェアラブルグラス 

使 用 実 績 
国土交通省管内の橋梁・トンネル 

NEXCO 東日本管内の橋梁 

[技術概要] 

コンクリートの塩分濃度調査法として従来ドリル掘削による化学分析が用いられておりました

が、測定に係る手間・日数が課題でした。それに対し、蛍光Ｘ線分析法は非破壊検査法でありな

がら従来技術と測定の相関が取れることが良く分かっております。本技術は蛍光Ｘ線分析法とウ

ェアラブルグラスによる拡張現実技術を融合させることで、塩分濃度測定～データ取りまとめ～

塩分濃度マッピングを効率的に行うことができる塩分濃度調査手法です。 

 

[技術の特徴] 

従来のドリル掘削による化学分析は測

定データを得るのに約１ヶ月を要して

おりましたが、蛍光Ｘ線分析法では１点

あたり測定時間は 30 秒以内であり、即

時測定結果が得られることから、従来よ

りも飛躍的に測定点を増やすことが可

能となりました。また、ウェアラブルグ

ラス上に座標を割り付けることで、墨出

し(チョーキング)が不要となり、測定作

業の手間を削減が可能となります。ウェ

アラブルグラス上で塩分濃度を可視化

することで塩分濃度の高いエリアの特

定が容易になります。 
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